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平成 21 年度 項目識別力 
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平成 21 年度 項目困難度 
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平成 25 年度 項目識別力 
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平成 25 年度 項目困難度 
 
サンプル数：100,000 

 
 
 
サンプル数：10,000 

 
 
 
サンプル数：2,000

 

 
 
サンプル数：1,000

 
 
 
サンプル数：500 

 
 
 
 
 
 
 
 
  


	1360689_3.pdfから挿入したしおり
	1.pdfから挿入したしおり
	目次
	1.  調査研究の概略
	2.　震災前後で学力分布を比較するための手続
	2.1  本調査研究の構成
	2.2  分析に利用したデータ
	2.3  データの収集手続
	2.4  分析手続の概略
	2.5  震災前後の経年変化分析のための平成21年調査と平成25年調査との対応づけの手続と結果

	1360689_2.pdfから挿入したしおり
	（2の続き）
	2.6  採用したIRTモデル
	2.7  EAPとPVの基礎統計量の比較
	2.8  宮城県データに対する全国学力調査の信頼性係数
	2.9  項目母数の推定の際の被災3県の位置づけ
	2.10 項目母数推定の際のサンプルサイズの影響

	3.  マルチレベル分析による推算値を使った震災の学力への影響分析
	3.1  使用する変数
	3.2  分析モデル
	3.3  分析結果
	3.4  まとめと考察

	4.  震災前後における学力向上及び学習支援に関する教育施策の概観
	4.1  宮城県における学力向上関連施策
	4.2  震災後の国及び宮城県において実施された施策等
	4.3  宮城県内公立高校、市町村立小中学校の施設の復旧状況等
	4.4  宮城県の学力向上サポートプログラム事業
	4.5  学力向上研究指定校事業
	4.6  市町村教育委員会学力向上パワーアップ支援事業
	4.7  志教育支援事業（県委託事業）（県委託，1年）
	4.8  学び支援コーディネーター等配置事業（文科省委託事業）
	4.9  確かな学力の育成に係る実践的調査研究（文科省委託事業）

	5.  聞き取り調査対象校の抽出
	5.1  全国的な傾向
	5.2  宮城県における状況
	5.3  調査対象校

	6.  聞き取り調査の結果
	6.1  A市A中学校への聞き取り調査結果
	6.2  B市B教育委員会とB中学校への聞き取り調査結果
	6.3  C市C教育委員会とC中学校への聞き取り調査結果
	6.4  D市D教育委員会とD中学校への聞き取り調査結果

	7.  データ分析及び聞き取り調査からの結論

	1360689_3.pdfから挿入したしおり
	資料1：全国学力調査中学数学の項目母数の推定値
	資料2：本委託調査研究で利用した項目母数の推定値一覧
	資料3：本調査研究で利用したBIBデザイン
	資料4：本調査研究で使用した数学の問題
	資料5：項目セットごとの正答及び採点基準一覧
	資料6：マルチレベル分析のためのSPSSシンタックス
	資料7：A中学校の聞き取り記録
	資料8：B教育委員会及びB中学校の聞き取り記録
	資料9：C教育委員会及びC中学校の聞き取り記録
	資料10：D教育委員会及びD中学校の聞き取り記録




